
【
要
旨
】

冷
泉
家
に
は
古
い
百
人
秀
歌
の
他
に
、
も
う
一
冊
（
四
冊
目
の
）
百
人
秀
歌
が
所
蔵
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
冷
泉
為
村
筆
の
写
本
で
あ
り
、
為
村
の
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
跋
文
に
は
、

百
人
秀
歌
こ
そ
は
『
明
月
記
』
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
百
人
一
首
は
為
家
が
後

に
改
訂
し
た
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。
本
書
は
書
写
年
代
こ
そ
新
し
い
が
、
従
来
の
百
人
秀
歌
草

稿
本
説
を
二
百
年
ほ
ど
遡
ら
せ
る
貴
重
な
証
言
資
料
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
か
た
が
た

内
容
の
考
察
を
行
な
っ
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

〔
資
料
翻
刻
１
〕
冷
泉
家
所
蔵
冷
泉
為
村
筆
百
人
秀
歌
の
跋
文

百
人
秀
歌
（
新
文
と
／40

／740

／1292

）

百
人
秀
歌　

嵯
峨
山
荘
色
紙
形
／
京
極
黄
門
撰

あ
き
の
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
と
ま
を
あ
ら
み

わ
が
こ
ろ
も
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ

春
す
ぎ
て
夏
き
に
け
ら
し
し
ろ
た
へ
の

こ
ろ
も
ほ
す
て
ふ
天
の
か
ぐ
山

あ
し
引
の
山
ど
り
の
尾
の
し
だ
り
を
の

な
が
な
が
し
よ
を
ひ
と
り
か
も
ね
む

田
籠
の
う
ら
に
打
出
て
み
れ
ば
し
ろ
た
へ
の

ふ
じ
の
た
か
ね
に
雪
は
ふ
り
つ
つ

か
さ
ゝ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
に
を
く
し
も
の

し
ろ
き
を
み
れ
ば
夜
ぞ
更
に
け
る

〈
中
略
〉

花
さ
そ
ふ
あ
ら
し
の
庭
の
雪
な
ら
で

ふ
り
ゆ
く
も
の
は
わ
が
身
な
り
け
り

上
古
以
来
歌
仙
之
一
首
随
思
出

書
出
之
名
誉
之
人
秀
逸
之
詠

皆
漏
之
用
捨
在
心
自
他
不
可
有
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傍
難
歟

　

此
一
帖
以
伝
来
之
秘
本
写
之

　

可
秘
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
二
位
為
村

〔
跋
文
〕

嵯
峨
の
山
荘（

1
（

は
京
極
殿（

2
（

建
久
・
正
治
の
こ
ろ（

（
（

よ
り
か
よ
ひ
す
み
た
ま
ふ
。
正
治
百
首（

4
（

に
「
露
霜
の

を
ぐ
ら
の
山
に
家
居
し
て
ほ
さ
で
も
袖
の
朽
ぬ
べ
き
哉
（
（
（

」。
承
久（

6
（

の
春
よ
り
常
に
住
た
ま
ふ
事
御

記（
7
（

に
み
え
た
り
。
老
後
の
御
詠
に
「
忍
ば
れ
ん
も
の
と
も
な
し
に
小
倉
山
の
き
ば
の
松
ぞ
な
れ
て

久
し
き
（
（
（

」。
か
く
て
こ
ゝ
に
終
を
と
げ
た
ま
ふ
。
御
あ
と
に
や
が
て
中
院
殿（

9
（

す
み
た
ま
ふ
。
山
荘

の
御
詠
あ
ま
た
の
中
に

た
ら
ち
ね
の
昔
の
あ
と
ゝ
思
は
ず
は
松
の
嵐
や
住
う
か
ら
ま
し（

（1
（

を
ぐ
ら
山
松
を
昔
の
友
と
み
て
い
く
年
老
の
身
を
ゝ
く
る
ら
ん（

（（
（

中
院
殿
よ
り
藤
谷
ど
の（

（1
（

に
譲
た
ま
ふ
事
御
置
文（

（1
（

に
み
え
た
り
。
障
子
色
紙
の
歌
の
事
は
す
な
は
ち

伝
来
の
一
帖
百
人
秀
歌
な
り
。
御
記
に
中
院
障
子
色
紙
形
歌
古
来
の
人
歌
各
一
首
自
天
智
天
皇
及

家
隆
・
雅
経
卿
と
し
る
さ
れ
た
り
。
此
一
帖
そ
の
写
の
証
本
に
て
百
一
首
あ
り
。
題
号
は
嵯
峨
山

荘
色
紙
歌
と
心
得
べ
し
。
此
撰
歌
は
当
家
の
秘
本
他
に
し
る
人
な
し
。
諸
抄
に
も
御
記
の
説
と
此

百
一
首
の
事
は
な
し
。
子
孫
末
第
輩
此
御
自
撰
を
崇
敬
信
仰
し
て
秘
蔵
熟
得
す
べ
し
。
流
布
の
一

本
を
百
人
一
首
と
い
ふ
も
元
来
百
一
首
の
事
な
れ
ば
百
人
一
首
と
後
に
称
来
も
の
な
ら
む
。
百
人

に
一
首
づ
ゝ
ゆ
へ
百
人
一
首
と
い
ふ
に
て
は
な
し
。
今
世
に
伝
は
る
は
中
院
殿
の
用
捨
を
そ
へ
ら

れ
し
な
り
。
一
条
后
宮
定
子
・
国
信
・
長
方
は
な
く
て
後
鳥
羽
順
徳
の
両
院
御
製
あ
り
。
歌
の
次

第
も
相
違
し
俊
頼
朝
臣
の
歌
一
向
相
違
す
。
歌
の
数
も
百
一
首
に
て
は
な
し
。
両
様
と
も
信
用
し

て
曩
祖
二
代（

（1
（

の
尊
慮
を
崇
敬
す
べ
し
。
後
に
疑
惑
の
お
も
ひ
を
な
す
ま
じ
き
事
な
り
。
さ
て
此
撰

歌
は
諸
抄
み
え
た
る
ご
と
き
歟
。
新
古
今
の
撰
者
に
て
い
ま
せ
し
か
ど
も
五
条
ど
の（

（1
（

ゝ
御
事
に
て

か
き
こ
も
り
た
ま
ふ
間
御
心
に
か
な
は
ざ
る
歌
も
ま
じ
は
り
た
れ
ば
此
百
一
首
の
歌
を
え
ら
み
い

だ
さ
れ
て
色
紙
形
に
あ
そ
ば
し
障
子
に
を
さ
せ
た
り
。
此
一
帖
の
奥
書
の
ご
と
く
用
捨
在
心
自
他

傍
難
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
歟
の
文
段
よ
く
味
ふ
べ
し
。
名
誉
秀
歌
に
も
よ
り
た
ま
は
ず
歌
の
本
源
真

実
を
専
に
ゑ
ら
み
た
ま
ふ
な
り
。
歌
道
は
理
世
撫
民
人
道
の
教
誡
な
れ
ば
真
実
を
も
と
ゝ
し
て
花

美
を
次
に
せ
よ
と
の
庭
訓
な
り
。
新
古
今
は
花
美
す
ぎ
た
れ
ば
見
る
人
花
美
に
心
う
つ
り
や
す
く

そ
の
か
た
に
入
て
は
あ
し
き
ゆ
へ
初
学
の
人
な
ど
は
み
る
事
を
い
そ
ぐ
ま
じ
き
集
な
り
。
此
集
を

あ
し
き
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
京
極
殿
の
御
て
づ
か
ら
ゑ
ら
せ
た
ま
ひ
一
し
ほ
に
道
の
実
源
を
こ

め
た
ま
ふ
は
新
勅
撰
集
也
。
こ
れ
は
実
を
専
要
と
あ
そ
ば
し
た
り
。
此
集
は
初
学
の
心
う
つ
り
が

た
き
も
の
な
れ
ば
中
々
修
学
の
た
め
に
よ
ろ
し
。
有
心
無
心
と
も
に
か
た
じ
け
な
く
崇
敬
し
握
翫

熟
読
す
べ
き
は
此
御
撰
集
也
。
す
な
は
ち
百
一
首
の
撰
歌
と
御
意
味
お
な
じ
。
続
後
撰
集
は
中
院

ど
の
ゝ
御
撰
こ
れ
は
花
実
相
対
中
庸
な
り
。
こ
れ
を
か
た
じ
け
な
く
習
学
ば
ん
と
す
べ
し
。
初
学

よ
り
此
す
が
た
を
よ
し
と
心
得
べ
し
。
歌
の
よ
み
か
た
は
詠
歌
大
概
・
秀
歌
体
大
略
の
類
な
り
。

此
撰
歌
は
歌
の
よ
み
か
た
に
撰
た
ま
ふ
に
て
は
な
し
。
そ
れ
ゆ
へ
秀
歌
体
大
略
に
入
が
た
き
歌
も

此
百
一
首
に
は
あ
り
し
。
先
賢
の
注
さ
る
ゝ
事
あ
り
。
百
一
の
撰
歌
の
事
人
道
の
教
誡
道
の
本
源

を
あ
ら
は
し
給
ふ
も
の
に
て
五
百
年
の
昔
よ
り
今
に
い
た
り
都
鄙
・
貴
賎
・
男
女
・
長
幼
・
有
心

無
心
と
も
に
崇
敬
し
よ
み
な
ら
ふ
事
則
正
直
の
徳
化
広
大
の
威
徳
也
。
当
家
に
伝
来
の
百
人
秀
歌

京
極
殿
御
撰
又
世
中
に
む
か
し
よ
り
伝
来
百
人
一
首
京
極
殿
御
撰
中
院
殿
の
用
捨
加
え
給
ふ
一
本

両
様
同
事
に
て
少
々
相
違
あ
る
事
も
と
よ
り
紛
し
か
ら
ぬ
事
な
れ
ば
先
々
の
賢
慮
厚
く
て
沙
汰
し

き
は
め
ら
る
ゝ
に
及
ざ
る
事
な
れ
ど
も
後
々
の
疑
惑
を
消
さ
ん
が
た
め
か
つ
は
秘
蔵
信
仰
の
心
を

あ
つ
か
ら
し
め
ん
と
な
ま
じ
ゐ
に
浅
慮
を
以
て
深
底
を
窺
事
恐
け
れ
ど
も
誓
願
を
ゝ
こ
し
て
示
現

を
か
う
む
る
の
子
細
あ
る
ゆ
へ
に
此
一
帖
の
お
く
に
撰
歌
の
事
を
わ
づ
か
に
あ
ら
は
し
両
様
と
も

に
信
仰
崇
敬
し
道
の
本
源
を
よ
く
よ
く
存
知
す
べ
き
事
を
末
孫
に
し
め
さ
ん
た
め
あ
ら
あ
ら
書
し

る
し
侍
る
。
此
趣
を
よ
く
よ
く
思
惟
し
て
あ
な
か
し
こ
み
だ
り
が
は
し
き
事
あ
る
ま
じ
き
も
の
也
。

小
倉
山
あ
ふ
ぐ
二
木
の
松
た
か
く
く
ち
ぬ
こ
と
葉
の
道
の
を
し
へ
を（

（1
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
中
納
言（

（1
（

藤
原
為
村（

（1
（

謹
書

〔 

注 

〕

（
１
）
嵯
峨
の
山
荘　

い
わ
ゆ
る
定
家
の
小
倉
山
荘
の
こ
と
。
百
人
秀
歌
の
題
簽
に
は
「
嵯
峨
山

荘
色
紙
形
」
と
あ
る
。

（
２
）
京
極
殿　

藤
原
定
家
の
こ
と
。
京
極
に
邸
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

（
３
）
建
久
・
正
治
の
こ
ろ　

一
一
九
〇
年
か
ら
一
二
〇
一
年
ま
で
。

（
４
）
正
治
百
首　

正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
年
）
に
後
鳥
羽
院
の
下
命
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
百
首

歌
。

（
５
）
露
霜
の　
『
正
治
百
首
』
中
の
「
山
家
五
首
」
の
一
首
。
拾
遺
愚
草
九
八
六
番
。

（
６
）
承
久　

一
二
一
九
年
か
ら
一
二
二
二
年
ま
で
。

（
７
）
御
記　

定
家
の
日
記
『
明
月
記
』
の
こ
と
。

（
８
）
忍
ば
れ
ん　
「
権
大
納
言
家
三
十
首
」
中
の
「
山
家
松
」
題
で
詠
ま
れ
た
歌
。
拾
遺
愚
草

一
九
八
二
番
。

（
９
）
中
院
殿　

定
家
の
息
為
家
の
こ
と
。
妻
が
蓮
生
の
娘
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
に
蓮
生
の
中

院
山
荘
を
相
続
し
た
の
で
「
中
院
殿
」（
中
院
大
納
言
）
と
称
さ
れ
る
。

もう一つの『百人秀歌』 （ 1（ ）　14（



（
10
）
た
ら
ち
ね
の　
『
為
家
集
』
一
四
八
一
番
。
こ
の
「
た
ら
ち
ね
の
」
は
「
母
」
に
か
か
る

枕
詞
で
は
な
く
「
親
」
の
意
味
。

（
11
）
を
ぐ
ら
山　
『
為
家
集
』
一
二
四
一
番
。
本
文
異
同
あ
り
。「
小
倉
山
松
を
昔
の
友
と
見
て

い
く
と
せ
老
の
よ
を
送
る
ら
ん
」

（
12
）
藤
谷
ど
の　

為
家
の
子
為
相
の
こ
と
。
鎌
倉
の
藤
ヶ
谷
に
別
荘
を
構
え
た
こ
と
か
ら
藤
谷

黄
門
と
称
さ
れ
た
。

（
1（
）
御
置
文　

為
家
が
残
し
た
譲
状
（
遺
言
書
）
の
こ
と
。

（
14
）
曩
祖
二
代　

定
家
と
為
家
親
子
の
こ
と
。

（
1（
）
五
条
ど
の　

定
家
の
父
俊
成
（
一
一
一
四
年
～
一
二
〇
四
年
）
の
こ
と
。
五
条
に
邸
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ち
ょ
う
ど
『
新
古
今
集
』
の
撰
集
時
に
没
し
た
の
で
、
定
家
は
父

の
喪
に
服
し
て
思
う
よ
う
に
撰
集
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
16
）
小
倉
山　

こ
の
歌
『
為
村
集
』
に
な
し
。

（
17
）
前
中
納
言　

為
村
は
権
大
納
言
が
極
官
な
の
で
「
前
中
納
言
」
は
奇
妙
。
あ
る
い
は
黄
門

定
家
の
極
官
に
合
わ
せ
た
か
。

（
1（
）
為
村　

上
冷
泉
家
十
五
代
当
主
。
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
年
）
任
権
中
納
言
。
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
年
）
任
権
大
納
言
。

〔
資
料
翻
刻
２
〕
宮
部
義
正（

（
（

著
『
義
正
聞
書
』

「
山
荘
色
紙
」

山
荘
色
紙
和
歌
百
人
一
首
と
称
し
来
り
候
事
こ
れ
も
当
流
に
し
ら
ず
。
百
人
一
首
と
い
へ
ば
深
き

子
細
有
。
小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
と
い
ふ
が
よ
ろ
し（

2
（

。
百
人
一
首
と
い
へ
ば
外
に
百
一
首
撰
ば
れ
た

る
も
の
あ
り
。
こ
れ
は
当
家
伝
来
の
外
他
所
に
な
し（

（
（

。
甚
秘
す
る
も
の
也
。
門
人
此
趣
は
心
得
て

ゐ
た
る
が
よ
し
。〈
中
略
〉
山
荘
色
紙
こ
れ
は
黄
門
の
新
古
今
撰
者
の
う
ち
な
が
ら
か
の
集
花
過

ぎ
た
る
を
気
の
ど
く
に
思
は
れ
て
そ
の
頃
黄
門
の
御
心
に
か
な
ひ
た
る
実
徳
そ
な
は
り
た
る
歌
を

人
の
品
に
も
よ
ら
ず
色
紙
に
遊
し
て
山
荘
の
障
子
に
を
さ
れ
た
る
也
。
そ
の
時
代
人
に
見
せ
ら
れ

ず
。
為
家
卿
の
御
代
に
な
り
て
自
然
と
世
に
広
ま
り
た
り
。
今
幼
き
も
の
ま
で
も
よ
み
覚
ゆ
る
や

う
に
成
て
広
く
行
る
る
所
是
実
徳
の
し
る
し
也
。
学
者
こ
の
山
荘
の
色
紙
の
歌
か
た
じ
け
な
く
思

ひ
て
信
ず
べ
し
。

〔 

注 

〕

（
１
）
宮
部
義
正
（
一
七
二
九
年
～
一
七
九
二
年
）。
高
崎
藩
士
。
息
子
の
義
直
と
も
ど
も
和
歌

を
冷
泉
為
村
に
学
ぶ
。
後
に
将
軍
家
歌
道
師
範
と
な
る
。
著
書
に
『
義
正
聞
書
』（
為
村

卿
口
伝
）
な
ど
が
あ
る
。
当
時
、
為
村
は
武
士
階
級
に
多
く
の
門
人
を
擁
し
て
い
た
。

（
２
）
冷
泉
家
秘
蔵
と
あ
る
が
、
こ
の
時
期
既
に
書
陵
部
本
は
書
写
さ
れ
て
い
た
。

（
３
）
本
書
の
中
に
百
人
秀
歌
に
触
れ
た
記
事
が
あ
る
こ
と
は
、
有
吉
保
氏
『
百
人
一
首
全
訳

注
』（
講
談
社
学
術
文
庫41（

頁
）
の
解
説
で
知
っ
た
。
為
村
筆
百
人
秀
歌
の
跋
文
は
『
義

正
聞
書
』
以
前
に
書
か
れ
た
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〔
解
題
〕
為
村
筆
本
の
資
料
的
意
義

一

宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
百
人
秀
歌
」
が
、
有
吉
保
氏
に
よ
っ
て
「
百
人
一
首
宗

祇
抄
に
つ
い
て
」（
日
大
語
文
）
で
報
告
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ

は
近
代
百
人
一
首
研
究
に
お
け
る
重
要
な
資
料
の
発
見
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
百
人
一
首
の
成
立
論

が
本
格
的
に
出
発
し
た
と
い
え
る
。
続
い
て
久
曽
神
昇
氏
が
藤
谷
為
信
筆
の
百
人
秀
歌
（
志
香
須

賀
本
）
を
発
見
報
告
さ
れ
た
こ
と
で
、
百
人
秀
歌
に
関
す
る
研
究
が
活
気
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
冷
泉
家
の
時
雨
亭
文
庫
の
調
査
が
進
行
す
る
中
で
、
両
百
人
秀
歌
の
親
本
と
思
わ
れ

る
南
北
朝
を
下
ら
な
い
書
写
年
代
の
百
人
秀
歌
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

1
（

。
こ
の
出
現
に
よ
り
、

書
陵
部
本
も
志
香
須
賀
本
も
時
雨
亭
文
庫
本
の
写
し
と
い
う
こ
と
で
、
資
料
的
価
値
は
ほ
ぼ
な
く

な
っ
た
。

と
は
い
え
百
人
秀
歌
の
位
置
付
け
（
先
後
関
係
）
は
予
想
以
上
に
難
解
で
、
当
初
、
百
人
一
首

の
草
稿
本
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
最
近
は
百
人
一
首
先
行
説
も
有
力
に
な
り
、
現
在
は
混
沌
と

し
て
い
る
（
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
）。
そ
う
い
っ
た
膠
着
状
態
の
中
、
二
〇
一
三

年
に
新
た
な
動
き
が
生
じ
た
。

か
つ
て
吉
海
が
館
長
を
兼
務
し
て
い
た
嵯
峨
野
の
時
雨
殿
（
百
人
一
首
の
殿
堂
）
の
企
画
展
で
、

百
人
秀
歌
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
倉
百
人
一
首
文
化
財
団
の
理
事
で
も
あ
っ
た
冷
泉
為

人
先
生
に
、
百
人
秀
歌
の
貸
し
出
し
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
古
本
は
重
要
文
化
財
な
の
で
貸
せ

な
い
が
、
こ
れ
な
ら
と
い
う
こ
と
で
、
思
い
が
け
ず
冷
泉
家
十
五
代
当
主
・
冷
泉
為
村
筆
の
百
人

秀
歌
を
お
借
り
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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不
勉
強
で
、
冷
泉
家
に
も
う
一
冊
百
人
秀
歌
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
全
く
知
ら
な

か
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
古
本
と
は
別
の
資
料
的
価
値
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
い
、
内
心
大
喜
び

で
お
借
り
し
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
が
も
う
一
つ
（
四
冊
目
）
の
百
人
秀
歌
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

そ
の
際
、
展
示
の
解
説
を
書
く
必
要
も
あ
っ
て
、
じ
っ
く
り
拝
見
・
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
得
た
。
す
る
と
為
村
筆
本
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
他
の
三
冊
と
は
写
し
方
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
し
か
も
為
村
の
跋
文
ま
で
付
い
て
い
た
こ
と
で
、
書
写
年
代
の
新

し
さ
と
は
別
に
資
料
的
面
白
さ
が
浮
上
し
て
き
た
。

簡
単
な
書
誌
を
示
す
と
、
冷
泉
家
所
蔵
（
新
文
と
／40

／740

／1292

）。
サ
イ
ズ
は
タ
テ

19.0

㎝
×
ヨ
コ2（.4

セ
ン
チ
の
横
本
。
綴
葉
装
（
列
帖
装
）。
打
ち
曇
り
の
表
紙
左
肩
に
「
百
人
秀

歌
」
と
書
か
れ
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
第
一
丁
の
中
央
に
再
度
「
百
人
秀
歌
」
と
定
家
様
で

書
か
れ
、
そ
の
下
に
「
嵯
峨
山
荘
色
紙
形
／
京
極
黄
門
撰
」
と
小
書
双
行
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
古
本
で
は
内
題
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
全
十
七
丁
、
墨
付
十
六
丁
で
末
尾
の

一
丁
は
遊
紙
。
本
文
は
一
面
十
行
書
き
、
た
だ
し
十
三
丁
以
降
の
跋
文
は
十
一
行
書
き
に
な
っ
て

い
る
。
本
文
の
末
尾
に
「
従
二
位
為
村
」
と
あ
り
、
ま
た
跋
文
の
末
尾
に
「
前
中
納
言
藤
原
為
村

謹
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
冷
泉
為
村
（
一
七
一
二
年
～
一
七
七
四
年
）
の
書
写
で
あ
る
と
判
断

し
た
。

そ
れ
が
い
つ
書
写
さ
れ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
為
村
が
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
年
）
二
月
で
あ
り
、
正
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
の
が
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八

年
）
十
二
月
な
の
で
、
そ
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
え
て
中
納
言
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、

権
中
納
言
定
家
を
意
識
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

二

偶
然
に
四
冊
目
の
百
人
秀
歌
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
は
時
雨
殿
に
展
示
す
る
だ
け
で
は

惜
し
い
と
思
い
、
た
ま
た
ま
吉
海
の
監
修
で
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
別
冊
太
陽
の
『
百
人

一
首
へ
の
招
待
』（
平
成
1（
年
12
月
）
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
為
人
先
生
に
原

稿
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
お
忙
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
時
雨
亭
文
庫
の
調
査
員
を
し
て

い
た
大
山
和
哉
氏
が
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
山
氏
は
「
冷
泉
為
村
が
書
写
し
た
『
百
人
秀
歌
』
の
出
現
─
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
て
─
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
短
い
な
が
ら
も
要
領
よ
く
新
出
本
の
特
徴
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は

重
複
を
恐
れ
ず
に
、
為
村
本
の
特
徴
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い（

2
（

。

す
ぐ
に
目
に
付
い
た
の
は
、
書
写
の
字
が
定
家
様
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も

他
の
百
人
秀
歌
に
は
見
ら
れ
な
い
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
和
歌
百
首
の
作
者
表
記

が
見
事
に
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
山
氏
は
、「
定
家
本
を
書

き
写
し
た
か
の
よ
う
な
体
裁
」
と
い
う
見
出
し
を
付
け
て
い
る
。
為
村
筆
本
は
冷
泉
家
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
古
本
を
写
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
と
は
別
に
定
家
自
筆
の
百
人
秀
歌
原
本
が
秘

蔵
さ
れ
て
い
て
、
い
か
に
も
そ
れ
を
忠
実
に
写
し
た
か
の
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
定
家
様
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
作
者
表
記
が
な
い
こ
と
も
、
そ
れ
こ
そ
小
倉
色
紙
の
体

裁
を
意
識
し
た
書
き
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
冷
泉
家
に
小
倉
色
紙
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な

い
）。
確
か
に
為
村
本
だ
け
を
見
せ
ら
れ
た
ら
、
定
家
自
筆
の
原
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
よ
う
に

錯
覚
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
れ
こ
そ
為
村
の
ね
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（
（

。
仮
に
こ
の
体
裁

の
百
人
秀
歌
が
最
初
に
発
見
さ
れ
て
い
た
ら
、
草
稿
ど
こ
ろ
か
原
本
説
が
通
説
に
な
っ
て
い
た
に

違
い
な
い
。

そ
の
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
為
村
は
跋
文
で
百
人
秀
歌
の
成
立
・
撰
歌
意
識
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
ま
ず
冒
頭
で
小
倉
山
荘
（
嵯
峨
山
荘
）
に
つ
い
て
、

嵯
峨
の
山
荘
は
京
極
殿
建
久
・
正
治
の
こ
ろ
よ
り
か
よ
ひ
す
み
た
ま
ふ
。
正
治
百
首
に
「
露

霜
の
を
ぐ
ら
の
山
に
家
居
し
て
ほ
さ
で
も
袖
の
朽
ぬ
べ
き
哉
」。
承
久
の
春
よ
り
常
に
住
た

ま
ふ
事
御
記
に
み
え
た
り
。

と
定
家
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
小
倉
山
荘
」
で
は
な
く
「
嵯
峨
山
荘
」
と
し
て

い
る
の
は
、
題
号
「
百
人
秀
歌
」
の
下
に
「
嵯
峨
山
荘
色
紙
形
」
と
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
「
小
倉
色
紙
」
と
い
う
二
条
流
が
用
い
た
呼
称
を
使
い
た
く
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

続
い
て
百
人
秀
歌
に
つ
い
て
、

障
子
色
紙
の
歌
の
事
は
す
な
は
ち
伝
来
の
一
帖
百
人
秀
歌
な
り
。
御
記
に
中
院
障
子
色
紙
形

歌
古
来
の
人
歌
各
一
首
自
天
智
天
皇
及
家
隆
・
雅
経
卿
と
し
る
さ
れ
た
り
。
此
一
帖
そ
の
写

の
証
本
に
て
百
一
首
あ
り
。
題
号
は
嵯
峨
山
荘
色
紙
歌
と
心
得
べ
し
。
此
撰
歌
は
当
家
の
秘

本
他
に
し
る
人
な
し
。
諸
抄
に
も
御
記
の
説
と
此
百
一
首
の
事
は
な
し
。
子
孫
末
第
輩
此
御

自
撰
を
崇
敬
信
仰
し
て
秘
蔵
熟
得
す
べ
し
。
流
布
の
一
本
を
百
人
一
首
と
い
ふ
も
元
来
百
一

首
の
事
な
れ
ば
百
人
一
首
と
後
に
称
来
も
の
な
ら
む
。
百
人
に
一
首
づ
ゝ
ゆ
へ
百
人
一
首
と

い
ふ
に
て
は
な
し
。
今
世
に
伝
は
る
は
中
院
殿
の
用
捨
を
そ
へ
ら
れ
し
な
り
。
一
条
后
宮
定

子
・
国
信
・
長
方
は
な
く
て
後
鳥
羽
順
徳
の
両
院
御
製
あ
り
。
歌
の
次
第
も
相
違
し
俊
頼
朝

臣
の
歌
一
向
相
違
す
。
歌
の
数
も
百
一
首
に
て
は
な
し
。
両
様
と
も
信
用
し
て
曩の
う

祖そ

二
代
の

尊
慮
を
崇
敬
す
べ
し
。

と
明
快
に
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
百
人
秀
歌
が
冷
泉
家
伝
来
の
書
で
あ
る
こ
と
、「
御
記
」（『
明

月
記
』）
に
関
連
記
事
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
記
事
の
証
本
が
百
人
秀
歌
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
続
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い
て
百
人
秀
歌
が
秘
蔵
の
本
で
あ
り
、
長
く
他
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
世
情
に
広
ま
っ

て
い
る
百
人
一
首
は
、
後
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
こ
と（

4
（

、
そ
の
百
人
一
首
は
為
家
が
後
に

百
人
秀
歌
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
百
人
一
首
成
立
論
に
お
い
て
、

盲
点
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
あ
ま
り
に
も
定
家
撰
説
に
拘
泥
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。さ

ら
に
末
尾
に
は
、
百
人
一
首
と
の
相
違
点
と
し
て
、
配
列
の
違
い
や
歌
人
の
出
入
り
、
俊
頼

歌
の
入
れ
替
え
ま
で
明
解
に
論
じ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
こ
そ
は
百
人
一
首
と
百
人
秀
歌
に
つ
い
て
初
め

て
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
百
人
一
首
の
成
立
を
論
じ
る
際
に
は
、
こ
の
跋
文
が
引
用

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三

次
に
為
村
の
跋
文
の
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
。
最
初
の
「
障
子

色
紙
の
歌
の
事
は
す
な
は
ち
伝
来
の
一
帖
百
人
秀
歌
な
り
」
は
、
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
見

解
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
百
人
秀
歌
に
関
し
て
は
、
有
吉
氏
以
降
に
し
か
話
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
石
田
吉
貞
氏
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
よ
り
二
百
年
以
上
も
前
に
、
既
に
為
村
に
よ
っ

て
百
人
秀
歌
草
稿
・
原
本
説（

6
（

が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
為
村
は
、
百
人
秀
歌
と
『
明
月
記
』
文
暦
二
年
五
月
二
十
七
日
の
記
事
も
結
び
つ
け
て

い
る
。
こ
の
『
明
月
記
』
に
し
て
も
、
冷
泉
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
為
村

は
そ
の
こ
と
を
「
諸
抄
に
も
御
記
の
説
と
此
百
一
首
の
事
は
な
し
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
安

藤
為
章
の
随
筆
『
年
山
紀
聞
』（
元
禄
十
五
年
成
立
）
に
お
い
て
、
既
に
『
明
月
記
』
の
記
述
が

引
用
さ
れ
て
い
た
。

し
か
る
に
明
月
記
を
よ
み
て
、
い
さ
さ
か
不
審
お
こ
れ
り
。
歌
を
撰
び
た
る
も
、
彼
入
道
に

や
。「
雖
極
見
苦
事
、
憖
な
ま
じ
ひ
に

染
筆
送
之
。
古
来
人
歌
各
々
一
首
」
と
あ
る
書
き
や
う
は
、
た

だ
染
筆
の
み
に
て
定
家
卿
の
撰
と
も
み
え
ざ
る
歟
。
蓮
生
法
師
も
歌
よ
み
て
集
に
も
入
た
る

人
な
れ
ば
、
是
ば
か
り
の
物
撰
ば
む
こ
と
か
た
か
る
ま
じ
。
さ
て
又
今
の
世
の
百
人
一
首

は
、
後
鳥
羽
、
順
徳
を
巻
尾
に
載
せ
た
る
は
、
誰
に
て
も
後
に
次
第
を
あ
ら
た
め
ら
れ
た
る

に
や
。
但
し
当
時
の
臣
下
な
る
故
に
、「
及
家
隆
雅
経
卿
」
と
か
か
れ
た
る
歟
。
右
の
明
月

記
の
文
を
以
て
見
れ
ば
、
此
百
首
の
事
、
先
達
の
説
う
た
が
は
し
く
お
ぼ
え
侍
り
。
か
の
契

沖
師
は
、
さ
し
も
こ
ま
や
か
な
る
考
に
て
あ
り
し
か
ど
も
、
此
明
月
記
の
文
を
見
ざ
り
し
故

に
、
改
観
抄
の
お
も
む
き
、
先
達
の
説
に
よ
れ
り
。

安
藤
為
章
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
『
明
月
記
』
を
閲
覧
で
き
た

の
か
は
未
詳
で
あ
る（

7
（

。
残
念
な
こ
と
に
、
現
在
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
冷
泉
家
の
『
明
月
記
』

は
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
年
）
ま
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
の
記
事
は
欠
け
て

い
る
。
お
そ
ら
く
為
村
は
、
冷
泉
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
父
為
久
が
書
写
し
た
『
明
月
記
』（
増

補
を
含
む
）
を
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
安
藤
為
章
に
し
て
も
、『
明
月
記
』
の
記
事
を
根
拠
と
し
て
、
百
人
一
首
蓮
生
撰

（
非
定
家
撰
）
説
を
唱
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
為
村
は
定
家
撰
を
疑
う
こ
と
な
く
、

百
人
秀
歌
こ
そ
が
日
記
の
記
事
に
適
合
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
要
す
る
に
小
倉
色
紙
は

百
人
一
首
で
は
な
く
百
人
秀
歌
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

問
題
は
、
安
藤
為
章
が
入
道
（
蓮
生
）
の
依
頼
と
い
う
点
に
注
目
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
為

村
は
、御

記
に
中
院
障
子
色
紙
形
歌
古
来
の
人
歌
各
一
首
自
天
智
天
皇
及
家
隆
・
雅
経
卿
と
し
る
さ

れ
た
り
。

と
引
用
し
て
お
り
、
肝
心
の
、

こ
と
さ
ら
予
書
く
べ
き
の
由
、
彼
の
入
道
懇
切
な
り
。
極
め
て
見
苦
し
き
事
と
い
へ
ど
も
、

な
ま
じ
ひ
に
筆
を
染
め
て
之
を
送
る
。

と
い
う
真
ん
中
の
部
分
を
な
か
っ
た
事
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
為
村
の
取
捨
選
択
が
働

い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
為
村
に
と
っ
て
、
百
人
一
首
が
蓮
生
撰
（
非
定
家

撰
）
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
あ
え
て

跋
文
を
書
い
て
定
家
撰
説
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
山
氏
も
、

冷
泉
家
歌
道
の
家
元
と
な
っ
た
為
村
に
と
っ
て
、
高
祖
定
家
の
撰
歌
集
に
難
癖
を
付
け
る
こ

う
し
た
「
誤
謬
」
は
看
過
し
難
い
。
そ
れ
を
砕
き
、
冷
泉
流
歌
道
の
権
威
と
伝
統
、
そ
し
て

そ
の
正
当
性
を
強
く
主
張
し
た
の
が
こ
の
一
書
、
と
り
わ
け
そ
の
跋
文
な
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
百
人
秀
歌
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
発
見
以
降
に
議

論
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
為
村
の
跋
文
の
登
場
に
よ
っ
て
、
そ
の
二
百
年
以
上
前
に
百
人

秀
歌
原
本
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
研
究
史
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に

重
要
な
点
は
、
百
人
秀
歌
か
ら
百
人
一
首
へ
の
改
変
に
つ
い
て
為
村
は
、

・
今
世
に
伝
は
る
は
中
院
殿
の
用
捨
を
そ
へ
ら
れ
し
な
り
。

・ 
当
家
に
伝
来
の
百
人
秀
歌
京
極
殿
御
撰
又
世
中
に
む
か
し
よ
り
伝
来
百
人
一
首
京
極
殿
御
撰

中
院
殿
の
用
捨
加
え
給
ふ
一
本
、

と
断
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
来
百
人
秀
歌
か
ら
百
人
一
首
へ
の
改
変
（
そ
の
逆
も
同
様
）
は
、
定
家
自
身
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
為
家
の
関
与
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
定
家
没
後
に
行
わ
れ
た
後
鳥

羽
・
順
徳
両
院
の
諡
号
を
改
訂
し
た
ほ
ん
の
些
細
な
も
の
（
作
者
表
記
の
み
）
と
考
え
ら
れ
て
き
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た
。
そ
れ
に
対
し
て
為
村
は
、
百
人
秀
歌
を
百
人
一
首
に
用
捨
（
修
正
）
し
た
の
が
為
家
だ
と
論

じ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
成
立
論
に
お
い
て
は
看
過
で
き
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

四

確
か
に
『
明
月
記
』
の
記
事
を
尊
重
す
れ
ば
、
百
人
一
首
よ
り
は
百
人
秀
歌
の
方
が
ふ
さ
わ
し

い
の
で
あ
る
か
ら
、
百
人
秀
歌
を
定
家
撰
と
し
、
百
人
一
首
を
為
家
の
改
訂
と
見
る
こ
と
は
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
説
が
こ
れ
ま
で
出
な
か
っ
た
の
は
、
二
条
流
の
注
が
あ
ま
り
に
も

定
家
と
百
人
一
首
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
二
条
流
に
お
け
る
百
人
一
首
の
神

格
化
に
は
、
定
家
撰
で
あ
る
こ
と
が
無
条
件
か
つ
必
須
条
件
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
来
は
そ
れ

に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
百
人
一
首
定
家
撰
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
蓮
生
撰
説
も
宗
祇
偽
撰
説
も
消
去
さ
れ
た
）。

も
っ
と
も
小
倉
色
紙
に
関
し
て
は
、
従
来
、
百
人
一
首
で
あ
る
こ
と
を
示
す
後
鳥
羽
・
順
徳
両

院
の
色
紙
や
、
俊
頼
の
「
う
か
り
け
る
」
歌
の
色
紙
は
発
見
・
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に

百
人
秀
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
定
子
・
国
信
・
長
方
や
俊
頼
の
「
山
桜
」
歌
の
色
紙
が
報
告
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
倉
色
紙
は
百
人
一
首
と
い
う
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し

偽
書
説
は
未
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
）。

そ
の
こ
と
は
契
沖
の
『
解
観
抄
』
の
序
に
、

定
家
卿
老
後
に
小
倉
山
荘
に
隠
居
し
て
百
人
の
歌
を
一
首
づ
つ
色
紙
形
に
か
き
て
障
子
に
お

さ
れ
け
る
を
百
人
一
首
と
も
小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
と
も
い
へ
り
。
入
べ
き
が
い
ら
ぬ
も
あ

り
。
入
た
る
も
作
者
の
む
ね
と
思
は
ぬ
も
有
べ
け
れ
ば
人
の
見
ぬ
所
に
お
さ
れ
け
る
を
後
に

子
息
為
家
卿
書
あ
つ
め
て
作
者
の
名
を
つ
け
て
世
に
ひ
ろ
め
ら
る
と
い
へ
り
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
小
倉
色
紙
は
百
人
一
首
で
あ
り
、
定
家
が
書
い
た
小
倉
色
紙
を
小
倉
山
荘
に

貼
り
、
後
に
そ
れ
を
為
家
が
集
め
て
作
者
の
名
を
付
け
て
歌
集
に
仕
立
て
た
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
当
時
も
っ
と
も
進
ん
だ
見
解
で
あ
っ
た
。

な
お
契
沖
説
で
は
、
為
家
は
作
者
名
を
付
け
加
え
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
説
は

『
年
山
紀
聞
』
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
契
沖
が
『
明
月
記
』
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
が
ゆ
え
の

誤
謬
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
捨
て
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
気
が
す
る
。

あ
る
い
は
為
村
は
、『
年
山
紀
聞
』
の
み
な
ら
ず
『
改
観
抄
』
も
見
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
作
者
表
記
の
な
い
百
人
秀
歌
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
閃
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
『
改
観
抄
』
の
続
き
に
、

詠
歌
大
概
な
ど
に
取
ら
れ
ぬ
歌
ど
も
も
入
た
れ
ば
か
な
ら
ず
作
者
お
の
お
の
の
秀
歌
と
て
撰

ば
れ
た
る
に
も
有
べ
か
ら
ず
。

と
あ
る
と
こ
ろ
も
、
為
村
の
跋
文
に
あ
る
、

歌
の
よ
み
か
た
は
詠
歌
大
概
・
秀
歌
体
大
略
の
類
な
り
。
此
撰
歌
は
歌
の
よ
み
か
た
に
撰
た

ま
ふ
に
て
は
な
し
。
そ
れ
ゆ
へ
秀
歌
体
大
略
に
入
が
た
き
歌
も
此
百
一
首
に
は
あ
り
し
。

に
関
連
し
て
い
る
（
類
似
し
て
い
る
）
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
為
村
が
百
人
秀
歌
を
書
写
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
大
山
氏
は
冷
泉
家
の
御
文
庫
が
勅

封
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

こ
の
出
来
事
は
冷
泉
家
歌
道
家
元
と
し
て
の
冷
泉
家
の
権
威
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
勅
封
が
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
に
解
か
れ
る
と
同
時
に
、
冷
泉
家
十
四
代
当

主
為
久
と
そ
の
息
為
村
は
、
再
び
勅
封
等
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
古
典
籍
の
書
写
（
コ

ピ
ー
）
作
業
を
熱
心
に
行
な
っ
た
。
今
回
出
現
し
た
為
村
書
写
『
百
人
秀
歌
』
も
こ
う
し
た

背
景
の
下
に
書
写
さ
れ
た
本
の
一
冊
で
あ
ろ
う
。

と
分
析
し
て
い
る
。
前
述
の
『
明
月
記
』
書
写
も
含
め
て
、
そ
れ
も
確
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

れ
だ
け
で
は
為
村
が
跋
文
を
執
筆
し
た
意
図
が
見
え
て
こ
な
い
。

こ
れ
に
関
し
て
、
安
藤
為
章
が
蓮
生
を
重
視
し
て
、
非
定
家
撰
説
を
論
じ
て
い
た
の
に
対
し
、

為
村
は
百
人
秀
歌
の
存
在
を
明
か
す
こ
と
で
、
定
家
撰
説
を
確
固
た
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
二
条
流
に
対
し
て
『
明
月
記
』
を
根
拠
に
し
て
蓮
生
の

中
院
山
荘
に
貼
ら
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
が
、
為
村
は
蓮
生
撰
説
に

加
担
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
色
紙
が
貼
ら
れ
た
の
は
二
条
流
と
同
じ
く
定
家
の
小
倉
山

荘
で
構
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（
８
（。

ま
た
為
村
が
、
中
院
殿
を
為
家
の
名
称
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
為
村
が
蓮

生
と
為
家
を
混
同
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
為
家
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
蓮
生
の

存
在
が
消
さ
れ
、
必
然
的
に
障
子
色
紙
（
小
倉
色
紙
）
が
貼
ら
れ
た
場
所
が
小
倉
山
荘
に
落
ち
着

く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
為
村
は
百
人
一
首
と
百
人
秀
歌
と
の
相
違
を
問
題
に
し
た
い
の
で

は
な
く
、
百
人
秀
歌
が
百
人
一
首
の
原
本
で
あ
り
、
小
倉
山
荘
の
障
子
に
貼
ら
れ
た
の
も
当
然
百

人
秀
歌
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
論
理
と
し
て
は
や
や
甘
い
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
両
書
と
も
に
定
家
歌
道
の
教
え
を
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
折
衷

案
）。

五

最
後
に
、
宮
部
義
正
著
『
義
正
聞
書
』（
為
村
卿
口
伝
）
中
の
「
山
荘
色
紙
」
に
つ
い
て
言
及

し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、
や
は
り
有
吉
保
氏
で
あ
っ
た
。
有
吉
氏
は

『
百
人
一
首
全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
の
解
説
に
お
い
て
、
百
人
秀
歌
が
冷
泉
家
に
秘
蔵
さ
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れ
て
い
た
こ
と
の
一
資
料
と
し
て
こ
れ
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
、

百
人
一
首
と
い
へ
ば
外
に
百
一
首
撰
ば
れ
た
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
は
当
家
伝
来
の
外
他
所
に

な
し
。
甚
秘
す
る
も
の
也
。

と
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
百
人
秀
歌
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
（
た
だ
し
百

人
秀
歌
と
い
う
書
名
は
出
て
い
な
い
）。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
に
は
二
条
流
の
花
実
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
関
し
て
有
吉
氏
は
、

「
中
世
の
百
人
一
首
古
注
釈
書
に
み
ら
れ
る
見
解
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
論
じ

て
お
ら
れ
る
。
せ
っ
か
く
百
人
一
首
と
は
異
な
る
百
人
秀
歌
の
存
在
を
浮
上
さ
せ
な
が
ら
、
両
作

品
の
主
題
は
同
じ
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
わ
ず
か
四
首
の
違
い
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
当
然
か

も
し
れ
な
い
。

こ
れ
を
紹
介
さ
れ
た
有
吉
氏
は
、
為
村
の
跋
文
を
見
る
こ
と
な
し
に
『
義
正
聞
書
』
を
紹
介
し

て
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
義
正
の
説
を
為
村
の
跋
文
と
比
較
し
て
み
た
い
。

実
は
為
村
も
百
人
秀
歌
と
百
人
一
首
は
同
主
題
の
作
品
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
は
跋

文
の
末
尾
に
、

当
家
に
伝
来
の
百
人
秀
歌
京
極
殿
御
撰
又
世
中
に
む
か
し
よ
り
伝
来
百
人
一
首
京
極
殿
御
撰

中
院
殿
の
用
捨
加
え
給
ふ
一
本
両
様
同
事
に
て
少
々
相
違
あ
る
事
も
と
よ
り
紛
し
か
ら
ぬ
事

な
れ
ば
先
々
の
賢
慮
厚
く
て
沙
汰
し
き
は
め
ら
る
ゝ
に
及
ざ
る
事
な
れ
ど
も
後
々
の
疑
惑
を

消
さ
ん
が
た
め
か
つ
は
秘
蔵
信
仰
の
心
を
あ
つ
か
ら
し
め
ん
と
な
ま
じ
ゐ
に
浅
慮
を
以
て
深

底
を
窺
事
恐
け
れ
ど
も
誓
願
を
ゝ
こ
し
て
示
現
を
か
う
む
る
の
子
細
あ
る
ゆ
へ
に
此
一
帖
の

お
く
に
撰
歌
の
事
を
わ
づ
か
に
あ
ら
は
し
両
様
と
も
に
信
仰
崇
敬
し
道
の
本
源
を
よ
く
よ
く

存
知
す
べ
き
事
を
末
孫
に
し
め
さ
ん
た
め
あ
ら
あ
ら
書
し
る
し
侍
る
。
此
趣
を
よ
く
よ
く
思

惟
し
て
あ
な
か
し
こ
み
だ
り
が
は
し
き
事
あ
る
ま
じ
き
も
の
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
冷
泉
家
と
い
う
か
為
村
に
と
っ
て
は
、
百
人
秀
歌
が
原
本
で
あ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
っ
て
、
百
人
一
首
と
の
内
容
の
相
違
は
瑣
末
な
こ
と
（
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
）

と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
よ
り
、
百
人
秀
歌
の
独
自
性
を
そ
れ
以
上
表
明
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
冷
泉
家
に
と
っ
て
定
家
・
為
家
は
高
祖
二
代
で
あ
り
、
為

家
も
そ
れ
な
り
に
尊
重
す
べ
き
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
為
村
は
、
百
人
一
首
の
こ
と
を
「
小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
と
い
ふ
が
よ
ろ
し
」
と
は
い
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
む
し
ろ
二
条
流
の
説
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
為
家
は
、
門
人
に
対
し
て
百
人
一

首
を
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
為
村
は
百
人
秀
歌
の
跋
文
で
百
人
秀

歌
原
本
説
を
主
張
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
為
村
筆
百
人
秀
歌
も
冷
泉
家
で
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
以

上
、
跋
文
が
世
上
に
流
布
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
あ
く
ま
で
門
人
の
中
だ
け
の
流
布
に
留

ま
っ
て
い
た
。
義
正
聞
書
に
、
か
ろ
う
じ
て
百
人
秀
歌
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
も
道
理
な

の
で
あ
る（

（1
（

。
結

以
上
、
新
出
の
為
村
本
百
人
秀
歌
の
特
徴
を
紹
介
か
た
が
た
、
跋
文
に
書
か
れ
て
い
る
為
村
の

百
人
秀
歌
原
本
説
を
検
討
し
て
み
た
。
為
村
は
契
沖
や
為
章
の
説
に
対
抗
し
て
、
初
め
て
百
人
秀

歌
の
存
在
を
表
明
す
る
中
で
、
百
人
秀
歌
こ
そ
が
百
人
一
首
の
原
本
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
わ

け
だ
が
、
そ
の
説
は
必
ず
し
も
一
般
に
流
布
し
て
お
ら
ず
、
か
ろ
う
じ
て
門
人
の
『
義
正
聞
書
』

に
反
映
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
為
村
筆
百
人
秀
歌
の
存
在
が
浮
上
し
、
為
村
の
跋
文
の
存
在
が
わ
か
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
従
来
の
百
人
一
首
成
立
論
も
そ
れ
を
踏
ま
え
て
修
正
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か（

9
（

。
少
な
く
と
も
百
人
一
首
為
家
撰
説
と
い
う
新
説
が
そ
こ
に
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

今
後
の
検
討
に
値
す
る
も
の
と
し
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。

末
尾
な
が
ら
、
為
村
本
の
使
用
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
冷
泉
為
人
先
生
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

る
。

〔 

注 

〕

（
１
）
上
條
彰
次
氏
『
五
代
簡
要
・
定
家
歌
学
』（
朝
日
新
聞
社
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
期
三

十
七
巻
）
平
成
８
年
４
月
所
収
。

（
２
）
私
も
為
村
本
に
つ
い
て
は
、
吉
海
「
藤
原
定
家
と
百
人
一
首
─
成
り
立
ち
は
未
だ
霧
の
中

─
」『
百
人
一
首
へ
の
招
待
』（
平
凡
社
別
冊
太
陽
）
平
成
2（
年
12
月
、
及
び
吉
海
「
百
人

秀
歌
の
発
見
」『
百
人
一
首
の
正
体
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
平
成
2（
年
10
月
で
少
し
だ

け
触
れ
て
い
る
。

（
３
）
も
う
一
つ
の
相
違
点
と
し
て
、
冷
泉
家
古
本
は
『
金
葉
集
』
の
一
部
と
合
綴
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
書
陵
部
本
も
同
じ
く
『
金
葉
集
』
ま
で
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
が
、

志
香
須
賀
本
・
為
村
本
で
は
『
金
葉
集
』
を
切
り
離
し
、
百
人
秀
歌
単
独
の
写
本
に
仕
立

直
し
て
い
る
。

（
４
）
も
と
も
と
百
一
首
の
百
人
秀
歌
が
原
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
百
人
の
各
一
首
だ
か
ら

百
人
一
首
と
い
う
書
名
起
源
説
は
通
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

（
５
）
百
人
秀
歌
草
稿
本
説
で
重
視
さ
れ
た
家
隆
の
官
職
（
百
人
秀
歌
は
正
三
位
→
百
人
一
首
は

従
二
位
）
や
、
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
為
村
に
と
っ
て
そ
れ

ら
は
瑣
末
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
６
）
石
田
吉
貞
氏
「
小
倉
百
人
一
首
成
立
の
問
題
点
─
後
鳥
羽
・
順
徳
両
院
の
歌
を
中
心
に

─
」
学
苑（（（

・
昭
和
47
年
１
月

（
７
）
可
能
性
と
し
て
は
徳
川
家
で
書
写
さ
れ
た
も
の
か
、
歌
道
関
係
記
事
の
抄
出
本
か
、
あ
る

い
は
冷
泉
家
か
ら
流
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
大
山
氏
は
百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
二
書
成
立
の
事
情
と
し
て
、「
藤
原
定
家
は
宇
都
宮
頼

綱
（
蓮
生
）
の
求
め
に
応
じ
、
京
都
・
嵯
峨
野
に
あ
る
頼
綱
の
山
荘
の
障
子
に
貼
る
た
め
、

優
れ
た
和
歌
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
色
紙
に
書
き
贈
っ
た
。
こ
の
時
に
選
ん
だ
百
一
首
の
和

歌
を
書
き
留
め
た
本
が
『
百
人
秀
歌
』
で
」
云
々
と
解
説
し
て
い
る
が
、
為
村
の
跋
文
に

蓮
生
に
関
す
る
記
述
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
点
だ
け
は
修
正
を
要
す
る
。

（
９
）
為
村
の
跋
文
は
、
草
野
隆
氏
『
百
人
一
首
の
謎
を
解
く
』（
新
潮
新
書
・
二
〇
一
六
年
一

月
）
や
寺
島
恒
世
氏
『
百
人
一
首
に
絵
は
あ
っ
た
か
定
家
が
目
指
し
た
秀
歌
撰
』（
平
凡

社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
二
〇
一
八
年
十
一
月
）
の
論
に
は
都
合
の
い
い
内
容
を
含
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
論
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
10
）
為
村
の
時
代
、
武
家
の
門
人
が
急
増
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
百
人
秀
歌
の

講
釈
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
他
に
も
百
人
秀
歌
の
記
事
（
講
釈
聞
書
）
は
見
つ

か
る
は
ず
で
あ
る
。

〔
追
記
〕
百
人
秀
歌
を
発
見
・
報
告
し
、
戦
後
の
百
人
一
首
研
究
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
有
吉
保

先
生
が
、
平
成
最
後
の
四
月
十
一
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
こ
の
十
年
の
間
に
、
井
上
宗
雄
先
生

（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
八
日
）・
樋
口
芳
麻
呂
先
生
（
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
）・
久
曾
神
昇

先
生
（
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
三
日
）・
島
津
忠
夫
先
生
（
平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日
）
と
、

五
人
の
大
家
が
逝
去
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
百
人
一
首
研
究
の
一
時
代
が
幕
を
閉
じ
た
こ
と
を
象

徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。
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